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１. 全体サマリー（経常収益・経常利益）

4

経常収益
14,868 百万円

前年同期は13,953 百万円 6.6％増

うち、保険引受収益：13,326百万円 前年は12,506百万円 6.6％増

経常利益 1,201 百万円
前年同期は778 百万円 54.4％増

◼ 経常収益（対前年同期比）

➢ ４‐６月の新規契約件数は5.5万件、同保有契約件数は113.2万件（7.9％増）と堅調な伸長を継続
➢ フード、動物病院、ブリーダーマッチングサイト成約数等、堅調に推移し、その他経常収益は1,414百万円（7.6％増）と順調に拡大

➢ 資産運用収益は126百万円（5.1％減）となったが、不透明な市場環境下で柔軟な資産運用を図り、計画達成のペースで進捗

堅調なペット飼育需要を新規契約獲得に着実に繋げ、契約獲得コストの改善等により、
規模と利益の両立に注力

◼ 経常利益（対前年同期比）

➢ 契約獲得コストの改善や機動的な資産運用等により、1,201百万円（54.4％増）で大幅増益、対計画も達成ペースの進捗

➢ 引き続き保険金の動向を注視し、理想的な損害率の実現、販売管理費率の改善、シナジー創出事業の収益体質改善に注力

のれん償却前

経常利益
1,252

前年同期は834百万円 50.1％増

百万円

決算概要 重点施策 APPENDIX
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２．損益計算書 サマリー

5

（百万円）

経常収益 6.6 ％

保険引受収益 6.6 ％

資産運用収益 △ 5.1 ％

その他経常収益 7.6 ％

経常費用 3.7 ％

保険引受費用 4.2 ％

・正味支払保険金 9.8 ％

・損害調査費 △ 3.8 ％

・諸手数料及び集金費 1.1 ％

・支払備金繰入額 △ 45.2 ％

・責任準備金繰入額 △ 43.5 ％

　　（うち未経過保険料） △ 1.5 ％

　　（うち異常危険準備金） - ％

資産運用費用 - ％

営業費及び一般管理費 1.7 ％

その他経常費用 11.4 ％

のれん償却前経常利益 50.1 ％

経常利益 54.4 ％

純利益 63.2 ％

(166)

対前年同期比
増減率

23年３月期
１Q

13,953

12,506

132

1,314

13,666
9,265

(7,346)

(455)

(18)

(268)

(268)

(448)

（△180）

(1,291)

(91)

13,175

8,889

(6,691)

(278)

(1,277)

3,852

432

-

3,918

482

778

834 1,252

497

24年３月期
１Q

14,868
13,326

126

1,414

(474)

1,201

811

-

決算概要 重点施策 APPENDIX
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２．損益計算書 サマリー

6

　　　　　（百万円）

既経過保険料 6.9%
発生保険金（損害調査費含む） 8.0%

E/I損害率① 0.6pt

既経過保険料ベース事業費率② △1.7pt

コンバインド・レシオ(既経過保険料ベース)①+② △1.1pt

対前年同期比
増減率

23年３月期
１Q

12,093
7,137

59.0%

24年３月期
１Q

12,927
7,705

59.6%

33.8%

94.5%

35.5%

93.4%

■主な勘定科目の増減理由

① 保険引受収益
➢ 対前年同期比で、保有契約件数が83,169件増加（7.9％増）

② 資産運用収益
➢ 市場環境が不透明な状況下、柔軟かつ機動的な運用で着実にインカム収益を積上げ

③ その他経常収益
➢ フード・動物病院・ブリーダーマッチングサイト成約数等のその他経常収益が拡大

④ 正味支払保険金
➢ 通院頻度の高止まりに加え、診療費単価の上昇などにより、支払保険金が増加

⑤ 諸手数料及び集金費
➢ 販売チャネルの多様化や効率的な契約獲得により改善基調が継続

（参考）アニコム損保 保険重要指標

決算概要 重点施策 APPENDIX
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３．経常利益の増減要因（対前年同期比分析）

7

堅調な保険引受収益の増加に加え、契約獲得コストの改善等も寄与し大幅増益

778

+827

△579

△13

+199

△6 ±0

+100
△49

△55

1,201

2022年度1Q実績
連結経常利益

既経過
保険料

発生
保険金

代理店
手数料

異常危険
準備金

資産運用
収益

資産運用
費用

その他
経常収益

その他
経常費用

販管費

2023年度1Q実績
連結経常利益

※1 既経過保険料＝保険引受収益－普通責任準備金繰入額（未経過保険料）
※2 発生保険金＝正味支払保険金＋支払備金繰入額
※3 異常危険準備金＝異常危険準備金繰入額＋異常危険準備金戻入額

（百万円）

決算概要 重点施策 APPENDIX
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４．貸借対照表 サマリー

8

（百万円）

資産合計 1.1 ％

現金及び預貯金 △ 9.7 ％

有価証券 24.3 ％

固定資産 △ 0.2 ％

その他資産 △ 5.8 ％

負債合計 0.2 ％

保険契約準備金 1.6 ％

　うち支払備金 3.1 ％

　うち責任準備金 1.4 ％

社債 － ％

その他負債 △ 5.6 ％

純資産合計 2.1 ％

株主資本 1.6 ％

評価・換算差額等 － ％

負債・純資産合計 1.1 ％

5,369

対前期末比
増減率

23年３月期末

61,407
30,835

16,956

22,853

5,000

5,799

33,281
23,213

2,988

19,865

3,079

20,133

28,184

5,000

5,068

24年３月期
1Q

62,065
27,846

21,070

5,787

28,784

33,223

61,407 62,065

7,815 7,361

△ 1,555 △ 1,442

29,740 30,227

(△178)

■主な勘定科目の増減理由

① 資産の増加
➢ 段階的な債券等の積み増しの実施による有価証券の増加

② 負債の増加
➢ 保有契約の増加に伴う保険契約準備金の増加

③ 純資産の増加
➢ 利益剰余金の増加

決算概要 重点施策 APPENDIX
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５．経常費用・利益のパラメータ ※販管費率、経常利益率（連結）

商品改定

※ アニコム損保単体の経営パラメータ（損害率・事業費率・契約件数）はAPPENDIX参照

（％）

24.7
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25.4
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1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期

連結販管費率

連結経常利益率・新付帯サービス「どうぶつ健活」の導入
・保険料改定

商品改定

決算概要 重点施策 APPENDIX



重点施策の進捗状況

重点施策の進捗状況 （ 保 険 事 業 ・ 資 産 運 用 ）

重点施策の進捗状況 （ シ ナ ジ ー 創 出 事 業 ）

１．

２．
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１. 重点施策の進捗状況 保険事業・資産運用

保険事業

➢ 「どうぶつ健活」の堅調な増加が寄与し、4-6月の
継続率は88.1％と安定して高いレベルで推移

新規・保有契約の状況

➢新規契約獲得件数は4-6月で5.5万件超

23年6月末の保有契約件数は113万件を突破

商品・サービスの拡大

販売チャネルの拡大・強化 損害率、契約獲得効率、販売管理費率の改善施策

➢損害率（1Q実績：59.6%）
通院頻度は落ち着く一方、診療費単価は上昇傾向が継続

損害率改善施策を引き続き推進中

・保険診療推奨フローチャートの普及促進による診療の適正化

・予約機能を活用した優良病院への送客強化

➢諸手数料及び集金費率（1Q実績：9.7%）
販売チャネルの拡大・多様化等による契約獲得コストの改善で、

前年同期比0.5ptの改善

➢販売管理費率（1Q実績：26.4%）
契約獲得コストの改善やオペレーション改善等により、

前年同期比で1.2ptの改善

・給付業務における直接請求件数及び処理単価の削減

・各種手続きの省力化、帳票コストの削減

➢シムネットとの連携強化を一層加速させ、ブリーダー
チャネルにおける新規契約獲得も拡大中

⇒ブリーダー代理店数：

2023年6月末時点は 930軒に拡大、保険付保率も向上中

（2020年9月末時点は91軒）

➢法人代理店を中心とした販売チャネルの更なる拡充
を推進中

➢WEB広告の強化による獲得件数への寄与が拡大

決算概要 重点施策 APPENDIX

保険料の改定

➢ワイドタイプ（限度日数なし）商品につき、基本保険料
を平均で7.8％の改定（引上げ）

➢23年11月1日以降が始期日となる契約から適用
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１. 重点施策の進捗状況 保険事業・資産運用

➢柔軟かつ機動的な資産運用により、計画を達成
インカム収益を着実に積上げながら、計画達成のペースで進捗

➢動物愛護推進に向けた複合施設「しっぽの郷」が稼働中
（シェルター・ブリーディング場・ドッグカフェを併設）
グループ各社のリソースを活用し、動物愛護の更なる推進に向けた活動を進めるとともに、

石川県の国際ビジネス学院と連携し、ペット業界の人材育成・学校教育の場としても活用

➢東急不動産とペットの暮らしをより豊かにするための業務提携を発表

その他

➢ 「従業員一人一特許戦略」の推進
画像認識AI、フード・腸内細菌叢、再生医療等の従業員一人一人の琴線に触れる事業を

展開してきた結果、2020年12月末の発明者数13名⇒2023年6月末で106名にまで増加

➢ AI＆データベース（どうぶつ住民基本台帳）構築
・出産、発情を検知するためのデータ収集 ・収集した動画からの検知AIモデルの開発とカメラへの搭載

注）出願件数には優先権主張出願及び分割出願を含み、海外出願は含まない

画像認識AI
遺伝子

フード・腸内細菌叢
再生医療 その他 合計

特許件数 4 ３ 2 ２ １１

【分野別 出願・特許登録件数】

資産運用

決算概要 重点施策 APPENDIX

獣医師、動物看護師、薬剤師、建築士等
様々な人財が発明者に名を連ねています。
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２. 重点施策の進捗状況 シナジー創出事業

産まれる前から

川上

ブリーディングサポートの強化

動物愛護法の改正も踏まえ、各施策を強力に推進中

■売上高 ： 509百万円

■経常利益 ： 31百万円

■経常利益率： 6.1％

注）経常利益（率）数値はのれん償却前

対前年同期比で増収増益（前年1Q 売上459百万円、利益17百万円）

マッチングサービス事業（シムネット）の2023年度１Q業績

⚫ 遺伝子検査 ⇒繁殖効率向上に繋がる検査とマッチングサービスの

開発（出産頭数が多い生体の遺伝子情報の解析等）

⚫ 技術開発 ⇒ 交配適期検知手法の開発、幹細胞活用、凍結精液利用

技術向上に向けた研究等

⚫ 医療サポート ⇒ 往診サービスエリアを拡大し拡大中

繁殖技術指導（スメア検査、人工授精等）

⚫ 販売サポート ⇒ ブリーダー直売サポートセンターの拡大

（拠点数、引渡頭数が順調に増加、成約率も高水準に）

⚫ 事業支援 ⇒ 育成投資、資産運用を活用したブリーディング場の提供

（しっぽの郷）等

⚫ 引退犬猫の譲渡支援

⇒ シェルター建設・運営、譲渡スキーム確立（hugU、ani TERRACE、

しっぽの郷、ペットショップ、病院お迎え）

決算概要 重点施策 APPENDIX

マッチングサービス事業（シムネット）の強化拡大

■マッチング力の向上

⇒ サイト訪問数の増加（SNSの活用、マス広告の実施、SEOの充実等）

問合数の増加（ユーザーアプリの活用、生体保証の販売開始等）

成約率の向上（ブリーダー向けサイト機能活用促進、販売ノウハウ提供等）
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２. 重点施策の進捗状況 シナジー創出事業

日々の暮らし ～ 治らないを治す

川中 川下

健康診断+フード・商材等の事業化

➢ 4-6月のどうぶつ健活申込累計 5.5万件超

動物医療関連(予防～一般・再生医療)

➢ 再生医療事業

●再生医療を用いた「治療法」「予防法」の確立

●動物再生医療技術研究組合（再生医療普及の

ために当社Gが中心になって設立した組合）

には、6月末時点で661病院が加入

➢ 動物病院事業

売上拡大と費用圧縮による経営体質改善

●教育研修の充実による診療スキル向上

●診療フローチャートの活用

●原価率の改善

社会課題の解決（ESG活動)

➢ 「どうぶつ健活」を通じた高機能フード（アニコム

フード）のニーズ喚起

➢ 認知度向上によるサブスクプラン加入者の
拡大（販売チャネルの拡充）

●ブリーダーチャネル

●アニコムG顧客チャネル

●ペットショップチャネル

➢ 「ウクライナのペット救援募金」の活用（5月）

●当社Gからの寄付金がIFAW （国際動物福祉基金）

を通じてウクライナの

1.7万頭以上のペット

の獣医療に提供

●ウクライナから日本に避難された方の支援

現地への寄付の他、

ウクライナから日本に

避難した方々とその

ペットへの支援も実施

➢ トルコ・シリア大地震におけるペット救援募金

を寄付（6月）

決算概要 重点施策 APPENDIX

➢ 統合報告書を発行（7月）

詳細はP.17を参照
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３. トピックス ： 大阪大学、アース製薬と共同研究を開始（23.6.19）

15

ペットの歯周病予防、口腔内環境改善から健康寿命の延伸へ

■共同研究の概要

「ペットの口腔内細菌叢データの収集と、歯周病との関連性の解明およびMA-T™を利用した予防・治療法の開発」を行う

具体的には、

・正常なペットと歯周病等の口腔内疾患のあるペットにおける、口腔内・腸内細菌叢の違いの検証

・口腔内疾患を有するペットへのMA-T™ 利用が口腔内細菌叢の正常化に与える影響

・ペットの口腔内疾患の予防および治療方法の確立

決算概要 重点施策 APPENDIX

■MA-T™ （Matching Transformation System®）とは

亜塩素酸イオンから必要時に、必要量の活性種（水性ラジカル）を生成させ、流行性ウイルスをはじめとするウイルスの不活化、種々の菌（細菌）

の除菌を可能にするもの。感染制御分野だけでなく、医療・新薬開発分野、農業・林業分野、エネルギー分野など、幅広く応用が期待される技術

▲N＝116,786（0～18歳の犬 全品種） ▲N＝89,941（0～22歳の猫 全品種）

「歯周病は万病のもと」であるということが、統計分析でも明らかになっている
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３. トピックス ： 株主還元の方針・自己株式取得を発表（23.5～6）
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決算概要 重点施策 APPENDIX

第二期創業期における経営ビジョンに沿って、更なる企業価値の向上を実現

■ SMRの算出誤りの判明による適正資本水準を超える約４０億円部分を段階的に自己株式取得に充当

■ 段階的な配当性向の改善を企図（24年度目標：配当性向20％水準）

■ 2025年の新SMR確定後に再度最適なキャピタルアロケーションを検討

2022年度 実績 SMR373.1％ 2022年度 実績 8.2％

2022年度 実績
配当性向 14.2％（増配後）
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３. トピックス ： 統合報告書を発行（23.7.25）

決算概要 重点施策 APPENDIX

■財務情報に加え、サステナビリティ情報を含む非財務価値についても記載

■アニコムGの使命とそれを果たしていくことによる中長期的な価値創造ストーリーを表現

従来のディスクロージャー誌をアップグレードし、統合報告書として発行

全文はこちら▷ https://www.anicom.co.jp/ir/library/disclosure/

・代表取締役 小森によるトップメッセージ

・ペットを健康にするための３つのアプローチ

主な内容

・アニコムGが果たすべき使命を表現

・社会的/経済的価値を創造するプロセス

・サステナビリティ経営への想い

・財務/非財務の数値ハイライト

https://www.anicom.co.jp/ir/library/disclosure/


APPENDIX

主要経営パラメータ

アニコム損保単体：経常収益のパラメータ

アニコム損保単体：経常費用のパラメータ

保険事業以外の事業の収益機会と

保険事業のシナジー相関

１．

２．

３．

４．
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（ ペ ッ ト 保 険 新 規 契 約 獲 得 件 数 ／ 保 有 契 約 件 数 の 推 移 ）

（ 損 害 率 （ E / I ） 、 既 経 過 保 険 料 ベ ー ス 事 業 費 率 ）
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１. 主要経営パラメータ
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24年３月期末

件数 率 件数 率 （５月10日予想）

1,049,687 件 1,113,144 件 1,132,856 件 83,169 件 7.9 % 19,712 件 1.8 ％ 1,200,000 件

53,958 件 218,695 件 55,161 件 1,203 件 2.2 % -  - 220,000 件

87.8 % 88.2 % 88.1 % -  -  -  - 88.5 %

1,026 千件 4,216 千件 1,072 千件 46 千件 4.5 %  -  - 4,429 千件

対前期末比

④ 保険金支払件数

23年3月期
1Q

① 保有契約数

② 新規契約数

③ 継続率

24年3月期
1Q

対前年同期比
23年3月期末

24年３月期末

（５月10日予想）

59.0 % 59.6 % 0.6 pt 59.8 %

35.5 % 33.8 % △1.7 pt 33.7 %

94.5 % 93.4 % △1.1 pt 93.5 %

対前年同期比
増減

23年3月期
1Q

⑤E/I損害率

⑥既経過保険料ベース事業費率

⑦コンバインド・レシオ(既経過保険料ベース)

24年3月期
1Q

24年３月期末

（５月10日予想）

373.1 % 378.3 % 5.2 pt

対前期末比
増減

23年3月期末

⑧単体ソルベンシー・マージン比率※

24年3月期
1Q

52,309 件 55,281 件 5.7 ％

6,717 病院 6,830 病院 1.7 ％

25,662 件 16,798 件 △34.5 ％⑪遺伝子検査検体数

対前年同期比
増減

23年3月期
1Q

⑨どうぶつ健活(腸内細菌叢検査)申込数

⑩対応動物病院数

24年3月期
1Q

決算概要 重点施策 APPENDIX

※算出において、税効果相当額の未算入があったため、22年3月期末・23年3月期末の実績は大きく増加。 中期的な保険の健全性に係る規制（リスク係数等）見直しの議論が進んでおり、
今後の見直しを見据えた対応を検討中。
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２. アニコム損保単体:経常収益のパラメータ
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保有契約件数
113.2万件となり、年間計画120万件に向けて順調に推移

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

20年３月期 21年３月期 22年３月期 23年３月期
24年

３月期

系列2

系列1 40.2 40.3 40.6 46.1 53.4 53.8 52 54 60 58.6 54 55.7 53.9 55.2 55.4 54.0 55.1

系列3

0

10

20

30

40

50

60

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年３月期
24年

3月期

系列1 766 781 796 816 842 870 896 921 952 981 1,004 1,028 1,049 1,073 1,094 1113 1132

766 
781 

796 
816 

842 

870 
896 

921 

952 

981 
1,004 

1,028 

1,049 

1,073 
1,094 

1,113 1,132 

350

450

550

650

750

850

950

1,050

1,150

新規契約獲得件数の四半期推移 保有契約件数の四半期推移

40.2 40.3 40.6

46.1

53.4 53.8
52.0

54.0

新規契約獲得は堅調
NB・一般チャネル合わせて5.5万件を超え、堅調に推移
年間計画22.0万件に対して25.1％の進捗率で推移

（千件） （千件）
60.0

58.6

54.0
55.7

53.9
55.2 55.4

54.0

決算概要 重点施策 APPENDIX

55.1
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３. アニコム損保単体:経常費用のパラメータ

21

E/I損害率について

20年度からの新規契約獲得件数の大幅な増加により、
商品ポートフォリオの改善が進む一方、コロナ禍の行動変化の
影響による通院頻度の増加や、保険金単価の上昇により、
発生保険金が増加・高止まり傾向が継続。
足元はそうした変化の影響も徐々に安定化への動きを確認。

事業費率について

事業拡大に向けた投資を継続。
独自サービスである「どうぶつ健活」に係るコストが増加。
新規契約件数の増加・競争激化に伴う代理店手数料の増加などにより
上昇傾向が続いていたが、足元では、代理店手数料率の削減や、
業務効率化・費用改善施策の効果が発現。

59.1
59.7 60.9

56.5
58.8 59.3

57.6
55.6

58.7
59.8 59.4

55.9

59.2 59.6
58.9

55.0

59.0
59.9

60.4

56.3

59.6

34.1 33.7 34.2
36.1

37.0
38.5

36.5 36.3 36.7
37.7 38.0 38.4 38.6

37.4
36.4

34.6
35.5 35.1 34.8 34.4 33.8

20

30

40

50

60

70

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期

E/I損害率

既経過事業費率

注1） 下表は、四半期毎の平均値を記載しておりますので、当期累計平均とは異なります。
注2） 事業費率は「既経過保険料ベース事業費率」（損保事業費÷既経過保険料）を表しております。

（％）

【参考情報】
15年３月期 １Q
■ 保険料改定
・平均12％の改定

15年３月期 ３Q
■限度日数付き新商品
■健康割増引制度導入

商品改定

・新付帯サービス「どうぶつ健活」の導入
・保険料改定

18年３月期 ２Q
■保険料率改定
・8歳以上の保険料改定

決算概要 重点施策 APPENDIX
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４. 保険事業以外の事業の収益機会と保険事業のシナジー相関

ど
う
ぶ
つ
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

保
険
事
業
以
外
の
事
業
の
収
益
機
会

保
険
事
業

へ
の
寄
与

資
産
運
用

展
開

遺伝子

交配・出産

ペットショップ

・遺伝子検査事業

・マッチングサイト
・ブリーディング支援
・精子バンク

・しつけサービス提供
・遺伝子検査証明書の発行

日々の暮らし

健康診断

一次診療(一般診療)

・フード開発と販売
・他企業との連携

・腸内細菌叢検査事業
・保険新サービス付帯

・電子カルテ拡販
・一次動物病院運営(海外含)
・予約送客事業

二次診療（先進医療）

お別れ

・再生医療提供
・二次動物病院運営

・ペット霊園紹介
・終生飼育施設

資産運用(不動産運用を含む)による下支え

ビッグデータの構築と活用

川上 川中 川下

・重症化予防による損害率低下
・難病治療の確立に伴う損害率低下
・高齢者等の飼育に対して裾野を拡大

・保険の付加価値を向上
・生活習慣病予防による損害率低下
・企業集団の獲得

・遺伝子ベースの保険料設計や引受診断
・新生児チャネルを拡大
・遺伝病減少にともなう損害率低下

決算概要 重点施策 APPENDIX
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(参考) 保険会計が経常損益に与える影響

4月契約

5月契約

6月契約

７月契約

８月契約

９月契約

10月契約

3月契約

１．保険料の増加が経常損益に与える影響(日本の損保会計ベース)

一般的に、保険料の増加は経常収益の増加に寄与しますが、事業年度における保険料の未経過期間部分については、普通責任準備金（未経過保険料）として
次年度に繰り越すことが法令により定められています。一方で、発生保険金、代理店手数料、社費等の費用については、保険料の増加に対応する費用を含め、
これらの費用が発生する年度において計上することとされています。したがって、保険料の増加に伴い増収となる場合であっても、当該費用が既経過保険料
を超過する場合は、当該年度の経常損益にマイナスの影響を与えることとなります。

当年度(※既経過保険料) 翌年度(未経過保険料)

既経過
保険料

社費

代理店
手数料

発生
保険金

23

２．異常危険準備金が経常損益に与える影響（日本の損保会計ベース）

・異常危険準備金は、巨大災害等が生じた場合の保険金の支払いに備えるために法令により積み立てておくこととされているものであり、
各保険会社が毎期積み立てを行っているものです。

・異常危険準備金は、正味損害率（※）が50％を超えると取崩し（費用のマイナス）が行われます。(※)正味支払保険金を正味収入保険料で除した割合です。




